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湘牛の四肢骨の運動軸に歯する研究

第皿報，関節頭の大きさ，並にそれと

　　運動軸の長さとの関係について

盛　　政　　貞　　人

　　　　　　　　　　　　　　　　　亙）緒　　　言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（i）
　“第1報，骨測定による運動軸の長さにつ〉・て”の研究に併せ，そ牝と同二材料につき，

“碩駿滑⑳麗節頭の大きさ，並にそ牝と四肢骨の運動輸の長さとの闘係”について研究し牝。

　本研究は，1には，これ等についての力学的な構成を究め，2には，相対的威長を明かに

し　3には，併せて，生体測定に於げる四肢の関節申心を求める方法を決定する牝めの，参

考資料を得るごとを目的としナこ。

　　　　　　　　　　　　　　　皿）材料及ぴ方法

　A，材料1牝6，牡13（内，牝1，牡3は胎児）計19頭の肉剥し直後の生骨を用い，満年

令によつて記載し牝c（第I報に詳記）

　B，芳法：関節頭の大きさについて，主として，その直径と徴さ牝るもの〔その他のもの

は（）で囲んだ〕を次の方法に上つて測定し牝。

　a，前肢骨

　1），上腰骨頭　　（a），前後1上腰骨頭の前後の直径，A（図1による。以下同じ）。

　（b），左右：左右の直径，B．

　2），上腰滑車　　（a），前後1上鱒滑車の後端，（固有総指伸筋の起始部），より，前方突

端に至る直径，α　（b），上下：前（上）端，（嚢状靱：帯の起姶部），、より，下方突端に至る

直亀皿　（C）・（巾）1外側・外靱帯窩と・内側・内靱帯窩との距離・耳

　3），外腕骨　　（a），前後：外腕骨の前上方麗節面の前後の直径，F　（b），（側面）1骨の

外側の面にそう直径，G．

　4），腕前滑車　　（a），外：腕前滑車の外方の部分の直径，H。　（b）身矢状櫛：矢状櫛の

部分の直径，1．

　5），第1指骨頭　　（a），前後：第4指の第1指骨頭の前後の直径，J　（b），（側面）：骨

の外側の面にそう直径，K．

　b，後肢骨

　1），股骨頭　　（a）フ前後：股骨頭の前後の直径，L　（b），（長）：股骨頭の尖端より，股

骨転子の外側に至る距離，M．

2），股骨外瞬　　（a），長趾，課後1股骨外瞬の長趾伸筋の起始部より，後上方突端に至

る直径，N　（b），上下：麗節面後（上）端より，下方突端に至る直径，O．

（1）盛政貞人（1952）；和牛の四膜骨の運動軸に関する研究，第I報，骨測定による運動骨の長さに

　ついて一島根大学論集（自然科学）2号，29



塒．

　3），脛骨課間緒節　　（a），全1内瞬聞緒節の前方超姶部より，大体水平に外課簡結飾め

後面に至る距離，R　（b），外結1外解間緒飾の同上部に於ける直径，q

4），脹骨の対膀骨関節頭　　（a），主；曝骨の対勝骨関節頭の主露節頭の直亀R・（b）・

副：副関節頭の直径，S．（c），全：主関節の上端から，副関節頭の下端に至る距鶴工

　5），尉前滑車　　（a），外及び（b），矢状櫛1椀前滑車の（a），外及び（b），矢状櫛のそ牝

になろう。

　6），第1足止骨頭　　（a），前後及びしb），（側面）．第1指骨頭の（a），前後及び（b）・（測

面のそ牝になろう。

　　　　　　　　　　　　　　　皿亙）成績及ぴ考察

A　四肢骨関節頭直径の年令別数値1　絶対蔵長一四肢骨の弱節頭の直径を年令別に纏め

ると表1q如くで。こ牝を図示するξ図2ρようになる・

表1　四’陵骨の南節頭の直径箪位’cm

牡牡牝牝一牡牡牡、牡牝牝瞼令　　　　　　　年令
6ケ月　8　284目　1歳　1　　2　　3－　4　　8　13

例　数1・・1・いト1・1・1…
上鱒骨頭／票ガllll：1：1ガllllガガlllガ1：

鱗1で1削ギllllllllllllLllllllllむlll；1

外腕骨凧匝よOガ：ll；lllll；ll：llllllllll：llllゼ1；

腕前滑車／矢工櫛111111111：lllllllllll：ll：1；：1：

霧’嚢楓唖よllllllll；lll：ll：1ガlllll㍑lll

股骨頭1前（長）後11：：ll：1ド、lll（、）二1t、：1ド（1）11115二1

股骨外躁代趾裸竿1二1111111．llll11：lllガ1ゾ1：llllllll：

驚骨繰麗／外全ふlll：ll：lllll：1まll：lllllllll1談11：lllll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　l

l1到1
0．7　　　1．7　　　1．7　　　皿2．1　　　2．1　　　2．3　　　2．4　　　2．2　　　2．1　　　2．

O．3　　　0．5　　　0．7　　　1．1　　　1．1　　　1．1　　　1．1　　　1．2　　　1．1　　　11

1．0　　　2二0　　　2．5　　　2．7　　　2．9　　　3．1　　　3．3　　　3．⑪　　　3．1　　　28
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図1　四肢骨の関節頭の直径
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附前滑車／矢工櫛

震1監凧町ぶ
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誌：（）内の数宇は調査例数を異にしたものについて，特別に記したものである。他の諾

　表に於てもこれになちうO

直

径

Cn1

‘

＃

o

①
1
②
③
③
、
（
③o

o

胎制月）
年　　令傭1

謹：

　　　　　　図2

①上騰骨頭（左右）

④腕前滑車（外）

年　　　　　　　1満1

⑥

a，前．陵骨の関節頭の直径

②上鱒滑車（前後）　　③外腕骨（前後）

⑤腕前滑率（矢状櫛）　⑥第1指骨頭（前後）

舎灘｝以下同じ

lO

8

Cn1
6

／ ②

①

4 竈

8⑦
6　　9．5　1 ；；　4　　　6　7　8　り　10　11　12
8

脇令岬1 年　　　　1樹

図2　後．陵骨の関節頭の直径

註： ①股骨頭（前後）

③脛骨裸間緒節（全）

⑤附前滑車（外）

⑦第1匙骨頭（前後）

②股骨外裸（長趾，裸後）

④腺骨対腓骨関節頭（主）

⑥附前滑車（矢状櫛）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　105

調査例が少いため完全な威長曲線を得るに至らないが，比較的例数の多い牡について麗節

頭の直径は，表2に見る如く，殆んどのものが3才で最大値に達している。ご牝を，第I報

　　　　　　　　　　表2　関節頭直径の最大値に達した年齢（牡13例）

■

年　　齢 関　　　　　　　．　　　　節　　　　　　　．　　　　頭

1　　歳 上鱒滑車（却後），外腕骨（前後）

2 脛骨裸間緕節（全），第1趾骨頭（前後）

上膵骨頭（前螢），〃（左右），上膵滑車（巾），外腕骨（側酉），腕前滑車（外）

3
〃（矢状櫛），第1指骨頭（前後），〃（側．面），股骨頭（前後），・股骨頭（長），

膜骨外繰（長糺繰後5，〃（上下），脛骨繰間緕節（外結），躁骨対腓骨関節頭

（主），躁骨対膀骨関節頭（全），鮒前滑車（外），〃（矢状櫛）、第1趾骨頭（側面）

4 上鱒滑車（上下），厳骨対腓骨関簸頭（副）

に於て発表し牝，運動軸の長さについてのそ牝と比較すると，こ牝らの関節頭の直径はフ運

動軸の長さより早く完熟するもののようである。荷4才で最大随に達したものの例にし牝が

えば，関節頭の申，骨の長軸に副うものは，比較的晩く完熟するようである。但し調査例

数・調査例に含まれね固体の年令等の上からして・この縁大値に達した牛令を以て直’ちに完

熟期と徴すことは勿論出来ない。

　B，四肢骨関節頭直径上鱒骨頭直径指数の年令別数値1　相対威長1四肢骨の閲節頭直径

の上臓骨頭直径（左右）に対する指数を求め，これを年令別に纏めると表3の如く，こ牝を

図示す牝ば，図ぎのようになる。

　　　　　　　　表3　四膜骨関館頭直径上鱒骨頭直径指数（瞼齢，年，齢別）

牡
晴
齢
6
ケ
月

牡
8

牝
2
8
4
目

牝
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．
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牡
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驚骨繰糾外全緒鴛二；算二1；1二1：ll1簑二11111；二批1；簑二1：l1簑111：二1

11剖1
38，8　　48，6　　　40，5　　31，8　　27，6　　29，5　　28，6　　28，9　　27，5　　29，6

16－7　　　14，3　　　16，7　　　16，7　　　14，5　　　14，3　　　13ら7　　　15．8　　　142　　　15，5

52，8　　　57，1　　59，5　　　40，9　　38，1　　39，8　　　39，6　　　39，5　　　40，4　　　39．4

鮒前滑車／矢ユ櫛111；簑111：ll：；ll：llガlll：ll1簑1ガlll：ll：

蓉1糾罵箒簑111111簑11111：：ll1簑11：ll1簑11簑1：lll

却ち，この指数は年齢の増加に伴い，上膵骨頭（前後）ρように余り変化し底いもの，第1

指骨頭（前後）のように相当滅少してゆくもの，及びそ牝等の中間に属するもの等のあるこ

とが認められる。V・ま，胎児における各々の関節頭直径上腰骨直径指数を100としヲそ牝に

対する夫々の出生後のものの同指数の指数を算出すると，表4のようになる。

　　　表4　関節頭直径上騰骨頭直径指数の晴児平均を100とする閏生後のものの平均の指数．

串生後／瞭児指数 ～91 90～81 80～
（a） （b） （C）

上腰骨頭（前後）（101） 上鱒滑車（前後）（90） 外暁骨（側面）（80）

〃　（左有）（100） 躁骨対隣骨関節頭（副）（90） 鮒前滑車（外）（80）

股骨外裸（上下）（93） 外腕骨（前後）（86） 第1趾骨（側面）（80）

上鱒滑車（上下）（92） 腿骨頭（前笈）（85） 鮒前滑車（矢状櫛）（76）
〕一

腿骨外課（長趾裸後）（83） 脛魯課間結節（外結）（74）

関　　節　　頭
腕前滑車（外）（81） 第1趾骨頭（前後）（74）

第1指骨頭（側1面）（73）

腕前滑車（矢状櫛）（72）

腺骨対勝骨関節頭（全）（72）

〃　　　（主）（69）

第1指骨頭（前後）（68）

脛骨裸間精節（全）（67）

艮陀，この出生後1胎児指数を1大体10の段階で，（a），蔵長率の高いもの，上臓骨頭（前後）

その他，（b），成長率中等のもの，上膵滑車（前後）その他，（c），蔵長率の低〉・もの，外腕

骨（側面）その他の3群に区別すると，比較的に言つて，（a）群には，近位部の骨のもの，

（b）群には，中間部の骨のもの，（c）群には，遠位部の骨のものが多く含ま牝ている。総括的

に言つて，関節頭の威長率は近位部の骨のもあが遠位部の骨のものより高よ高い。この傾向

は第I報に発表し牝運動軸長におけるそれに似ている。街，股骨外瞬，上瞬滑車共，骨の横

軸ヒそう前後径より，長軸にそう上下径の成長率の高い緒果を示した、、

　C，四肢骨関節頭直径上腰骨頭直径指数の平均　　相対的大きさ1四肢骨蘭節頭直径上腰

骨頭直径指数の平均値1を求めると表5の如くで，上鱒骨頭（左右）最も大きく，上鱒骨頭（前

後），股骨外瞬（長趾，骨栗後），〃（上下），股骨頭（前後），上腱滑車（前後），脛骨繰間精節

（全）・腕前滑車（矢状櫛）・酎前滑車．（朱扶櫛）1上腰滑牢（上下〉限骨対弊骨輿節頭（全）1
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誰：；①上鱒骨頭）左宥）⑨上鱒骨頭（前後）③上鱒滑車（前後）b外腕

　1骨（前後）⑤腕前滑車（外）　⑥腕前滑車（矢状櫛）　⑦第1指骨頭

　　（前後）

　脆令（別’　　　　　　　　　　　　　　年　　　　令　　（瀦）

　　　　閣3　b裏後膜骨の関節頭直径上鱒骨頭直径指数
謹　①股骨頭（前後）　②股骨外躁（長趾，裸後）　③脛骨裸間緒節（全）

　　④附骨対腓骨関節頭（主）　⑤附前滑車（外）　⑥附前滑車（矢状櫛）

　　⑦第1趾骨頭（前後）
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表5　　四肢骨関節頭直径上騰骨頭直径指数の平均

例　数最　小最　大平　均
上醇骨頭／票簑

上鱒滑車担竿

外腕骨凧町ぶ

蹄滑軍／矢芸櫛

鷺’彊楓町ぶ

股骨頭／前後

腿骨外騨控㍗

驚骨裸糾外全緕

11剖1
鮒前滑車／矢工櫛

蓉1監楓町ぶ

19

19

19

19

17

17

19

19

19

19

19

17

17

16

16

19

19

19

19

19

19

19

84．4

100．O

48，8

40．5

13，3

25．6

32，9

43．O

23，5

31．6

泓．6

78，9

67．1

43，0

34．1

26，3

12，1

36．7

31，7

44．9

24，7

30．3

109．9

100．O

64，8

53．5

25，0

35－7

47，6

68．6

40，5

51．4

83．3

111．1

100．O

74，3

59．5

48，6

16，9

59．5

45，7

66．7

40，5

47．6

93．1

100．O

54，6

46．8

19，9

29．0

37，4

50．7

29，6

37．1

71．8

88，5

87．9

52，4

41．5

31，5

14，8

43．1

36－7

50．6

29，3

36．1

脛骨解間結節（外結），腕前滑軍（外），第1指骨（側面），鮒前滑車（外），第1趾骨（側面），

限骨対勝骨関節頭（主），第1指骨頭（前後），第1趾骨頭（前後），外腕骨（側面），〃（前後），

賑骨対勝骨関節頭（副）の順に小さい・総括的に言つて・各関節の最も大きい尉節頭の大き・

さを比較す牝ば，　　前肢，上膵骨頭＞上購滑車＞腕前滑軍＞第1指骨頭：後陵，股骨頭く

股骨外解＞附前滑車＞第1阯骨頭　　近位部の関節のものが，遠位部の麗節のものより大き

いO

　皿　四陵骨運動軸長四肢骨麗節頭半径比の牛令別数値1：四腫1骨運動軸長の四肢骨関節頭半

径に対する比を求め，こ牝を年令別に纏めると表6の如く，こ牝を図示す牝ば，図4の如く

なる。



表6 四肢骨の運動軸長関節頭半径比（瞼・齢，年齢別）

牡 牡 牝 牝 牡 牡 牡 牡 牝 牝
胎齢 年齢
6ケ月 8 284目 1歳 1 2 3 4 8 13

＿　　／上瞳骨頭（a）屑肝骨　　　　　／　〃　（b）

108　　91 10．2 105　119 114　112 126　136 138

96　　88 9．2 98　111 104 10．4 118　112 128

／　〃　（・） 58　　55 5．9 6C　　61 59　　55 62　　64 67
　　　　　／　〃　（b）上鱒骨　　　　　／上鱒滑車（a）

53　　54 5．7 58　　57 57 5．2 58　　56 62

89　　90 9．4 103　102 105 10．0 108　108 113

／　〃　（b） 107 10．4 11．3 123 11．9 123 11．7 116　126 126

／　〃　（a） 12．2 12．6 12．4 127 13．1 13．2 13．4 133　141 139
　　　　　／　〃　（b）携骨　　　　　！外腕骨（・）

146 14．7 14．9 15．2 15．3 15．6 15．6 144　164 15．5

29．1 3310 42．6 336 32．4 36．1 43．O 341　398 32．O

／　〃　（b） 219 22．0 19．9 24．7 25．8 25．5 24．7 248　279 28．6

／　〃　（・） 284 34．3 44．6 31．1 25．8 29．9 35．1 273　326 25．8

辿　／　〃　（b）腕則骨　　　　　ノ腕前滑車（a）

21．3 22．8 20．8 229 20．9 21．1 20．1 198　229 23．1

17．2 17．1 15．6 17．4 16．8 16．9 15．9 161　171 175

／　〃　（b） 11．2 11．4 11．6 13．6 12．2 12．7 12．C 128　127 12．9

／　〃　（a） 4．5 4．3 3．9 4．7 4．5 4．5 4．3 42 4．4 5．0

　　　　　1　〃　（b）第1指骨　　　　　／第・1指骨頭（a） 2．9 2．8 2．9 3．7 3．2 3．4 3．3 34　　33 3．6

4．8 4．9 4．6 6．2 5．5 5．7 5．7 57　　59 6．5

／　〃　（b） 4．2 3．8 3．9 5．1 4．3 4．4 4．4 44　　47 5．4

臆骨／腿骨頭（a） 11．8 11．1 11．1 14．4 16．9 16．1 15．8 183 17．9 18．2

／　〃　（a） 9．6 9．7 9．4 10．9 11．8 11．5 11．3 124　114 12．C

膜骨／腿骨外裸（a） 7．O 8．2 7．3 8．6 9．4 9．6 8．9 98　101 9．7

／　〃　（b） 8．5 8．8 7．8 8．4 9．O 8．8 8．8 91 11．0 9．4

／　〃　（a） 8．9 10．1 9．O 9．7 10．3 10．7 9．9 10．5 11．2 10．8

／　〃　（b） 10．O 10．8 9．6 9．5 9．9 10．3 9．7 9．8 12．3 10．4

／脛骨礫（a） 13．7 13．2 13．1 18．2 20．0 18．3 18．5 18．3 20．O 18．3

脛骨／間緒節（b） 20．9 17．2 15．8 21．4 23．6 23．9 21．7 23．9 23．7 22．6

／腺　骨（a） 24．0 20．2 23．2 28．6 31．4 30．5 29．4 31．5 32．7 32．3

／対勝骨（b） 54．7 68．8 56．4 54．5 60．O 63．3 ・61．6 57．8 63．5 61．6

／関節頭（c） 17．3 17．2 15．8 22．2 22．8 22．5 21．2 23．O 22．2 24．2

／　〃　（a） 22．5 19．6 23．1 24．4 24．8 24．3 23．2 23．9 26．2 25．2

／　〃　（ぢ） 51．3 66．8 56．O 46．5 47．6 50．3 48．5 43．8 51．0 48．2

附前骨／　〃　（c） 16．3 16．7 15．7 19．O 18．1 18．O 16．8 17．5 17．9 18．9

／鮒前滑軍（a） 20．6 20．9 20．6 20．5 21．O 21．O 19．2 19．4 21．O 21．2

／　〃　（b） 14．1 15．2 14．5 14．6 15．0 15．2 14．2 14．6 15．2 15．1

／　〃　（・） 4．5 4．4

　
　
■
4
．
2
　
　
4
．
8
　
　
1
：
1
；
l
　
l
l
。
。
1
。
。
　
　
1

4．7 4．8 4．6 4．4 4．7 5．1

第。趾骨／”　（b）　　　　　　／第1趾骨頭（a） 3．1 3．2 3．4 3．5 3．4 3．3 3．4 3．6

5．6 5，O 6．2 5．8 6．0 5．6 6．O 6．3

／　〃　（b） 4．7 4．4 4．7 4．7 4．7 4．5 4．7 5．3
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1且

却ぢこの比は年令の進むにL牝がつてヲ臆骨／股骨頭（前後）のように値が増大してゆくも

のと，腕前骨／外腕管（前後）のように滅少してゆくものとがあることが認めら牝る。ごの闘

係を胎児と出湊のものとの此較において見ると，表7のようになる。

　表7　四肢骨運動輸長四肢骨関節頭半径比の瞼児乎均を100とする閏生後のものの平均の指数

擦後ノ製児　㌧…（・） 130～116（b） 115～101（c） 100～　　（d）

騰骨／股骨頭（前後） 腿骨／股骨外繰（長趾， 第1趾骨／第1趾骨頭
（145） 裸後）（123）

碗前骨／腕前滑車（外）
（茸後）（114） （100）

脛骨／脛骨礫間緕節
（全）（140）

第1指骨／第1指骨頭 上膨骨／上膵滑車（上 鮒前骨／鮒前滑車（外）
（前陵）（122） 下）（113） （99）

〃／躁骨対隣骨関節頚（主）（135）

脛骨腱骨繰間縞節（外饒骨僻腕骨（前後） 椀前骨／外腕骨（前後）
績）（122） （113） （90）

〃／　　〃
（全）（132）

饒骨／外腕骨（側酉）
（120）

箪1指骨／築1指骨頭 鮒前骨／腺骨対牒骨関
（側酉）（113） 節頭（副）（87）

四肢骨 股骨／股骨頭（前後）
（120）

脛骨／股骨外躁（長趾，
繰後）（113）

運動軸 肩服骨1上鱒骨頭（前
後）（119）

腕前骨／腕前滑車／矢状
櫛）（111）

長四膜
〃／　〃　　（左 附前／骨腺骨対暁骨関
宥）（119） 節頭（主）（111）

骨関節 上鱒骨／上鱒骨滑車（前
後）（116）

股骨／廣1骨外礫（上下）
（110）

頭半径 第1指骨／腕前滑車（矢穣骨1上鱒滑車（前後）

比 状櫛）（116） （109）

附前骨1腺骨対隣骨関
節頭（全）（109）

第1趾骨／附前滑車（矢
状櫛）（109）

〃　／第1趾骨頭
（側面）108

腕前骨／外腕骨（側面）
（107）

第1趾骨／附前滑車
（外）（107）

饒骨／上鱒滑車（上下）
（106）

脛骨／曝骨対腺骨関節
頭（副）（105）

上鱒骨／上鱒骨頭（畝
後）（1⑪4）

〃　／　〃　（左
右）（103）

第1指骨／腕前滑車
（外）（103）

脛骨／腿骨外繰（上下）
（102）

鮒前脅傲前滑車（矢状
櫛）（蝪2）

即ち，四肢骨運動軸長四肢骨闘節頭半径比の胎児における平均値1に対する出生後のものにお

ける平均値の増加の度合によつて，（a），増カロ率の著しく高いもの，臆骨／股骨頭（前後）そ

の他・（b）増加率の高いもの・股骨／股骨外瞬（拝組前僕）その他，（c）多増加率の僅かに
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高いもの，第1趾骨／第1趾骨頭（前後）その他，（d），増カロしないか或は滅少するもの，腕

前骨／腕前滑事（外）その他・の4群に別けることが出来る・総拮的に言つて・近位部の骨

に閨するものが高く，遠位部の骨に関するものが低く，殊に腕前骨及び附前骨に関するもの

が最も低い。この関係は，四肢骨の運動軸の長さの威長に於ける関係と酷似している。

ま牝，出生後／胎児指数の数値から，（a），（b）茅及び（6）の3群では，胎児に対する串生後

のものの成長率は，・運動軸長が関節頭半径よりも大きい，（d）群では，却つて，麗節頭半径

の方が犬きいことが認められる。

　E房四肢骨運動軸長四肢骨関節頭半径比の平均　　相対的大きさ：四膜骨運動軸長四肢骨

関節頭半径比の平均を求めると表葛の如くで，

　　　　　　　　　　表8　四膜骨運動輸長四膜骨関節頭半径比の平均

例　　数 舜　　小 最　　大 平　　均
＿　　　’／上臓骨頭　（a）眉胴骨　　　　　　ノ　〃　　（b）

15 9．1 13．8 11．6

15 9．O 13．O 10．7

／　〃　・（a） 19 5．1 6．9 5．9

　　　　　　／　〃　　（b）上鱒骨　　　　　　／上臓滑車（a）

19 4．8 6．2 5．5

19 9．O’ 12．O 10．2

／　〃　　（b） 19 10．4 13．4 11．8

／　〃　　（a） 19 12．O 15．O 13．2

　　　　　　／一〃　　（b）饒　　骨　　　　　　／外腕骨（a）

19 14．4 17．4 15．4

17 29．O 55．O 36．9

／　〃　　（b） 17 19．9 28．6 24．7

／　〃　　（a） 17 26．O 46．O 31．8

　　↓　（　〃　　（b）腕則骨　　　　　　／．腕前滑車（a） 17 18．O 23．1 21．3

19 15．O 18．O 16．8

／　〃　　（b） 19 11．O 14．O 12．4

／　〃　　（a） 19 3．9 5．O 4．4

　　　　　　／　〃　　（b）第1指骨．　　　　　　／第1指骨頭（・）

19 2．8 3．7 3．2

19 4．6 6．5 5．6

／　〃　　（b） 19 3．8 5．4 4．4

魔　　骨／腿骨頭i（a）　　　19 11．O 19．0 15．6

／　〃　　（・） 19 9．0 12．O 11．1

膜　　骨／膜骨外繰　（a） 17 6．9 10．5 9．O

1　〃　　（b） 17 7．7 12．3 9，O

／　〃　　（a） 17 8．O 12．O 1O．2

／　〃　　（b） 17 9．2 13．5 10．2

／脛骨裸（a） 16 13．O 21．O 17．4

脛骨1間縞節（b） 16 15．8 26．3 21．9

／曝　、骨（a） 19 20．O 35．O 29．2

／対隣骨（b） 19 54．O 73．6 60．9

／関節頭（c） 19 15．8 24．2 21．1
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／　〃　　（・） 19 19．O 28．O 24．O

／　〃　　（b） 19 43．8 66．8 50．5

附前骨／　〃　　（c） 19 15．2 19．1 17．4

／鮒前滑車（a） 19 18．O 22．O 20．5

／　〃・　（b） 19 13．O 16．O 14．8

／　〃　　（a） 19 4．2 5．1 4．6

第1趾／・　（b） 19 2．8 3．7 3．3

’

骨頭／第1趾骨（a） 19 4．7 6．6 5．8

1　〃　　（b） 19 4．O 5．3 4．7

一第1指骨／腕前滑車（矢状構）最も小さく，第1趾骨／尉前滑車（矢状構），第1指骨／腕前

滑車（外），第1指骨／第1指骨頭（側面），第1趾骨／尉前滑車（外），第1阯骨／第1趾骨頭

（側面），上膵骨／上膵骨頭／（左右），第1指骨／第1指骨頭（前後），第1趾骨／第1趾骨

頭（前後），上腰骨／上購骨頭（前後），股骨／股骨外課（長阯，蘇陵），〃／〃（上下）・上膵骨

／上腰滑車（前後），脛骨／股骨外鰍長趾，瞬後），〃／〃（上下），肩脾骨／上膵骨頭（左右）・

股骨／股骨頭（前後），蔵甲骨／上膵骨頭（前後），上膵骨／上腰滑車（上下）。腕前骨／腕前滑

車（矢状櫛），榛骨／上膵滑車（前後），尉前骨／尉前滑車（矢状櫛），棲骨／上腰滑車（上下）1

臆骨／股骨頭（前後），（以上，156＞），腕前骨／腕前滑車（外），脛骨／脛骨課間緒節（全）1

尉前骨／曝骨対勝骨麗節頭（全），〃／曝前滑車（外），脛骨／限骨対弊骨関節頭（全）・腕前骨

／外腕骨（側面），脛骨／脛骨課閨緒節（外精），尉前骨／曝骨対牒骨関節頭（主）・榛骨／外腕

骨（側面），脛骨／曝骨対勝骨関節頭（主），腕前骨／外腕骨（前後），穣骨／外腕骨（前後）・附

前骨／曝骨対牒骨麗節頭（副），脛骨／〃（副）の順に大きい。ま杷その数値1串最小32よ

り，最大609に亙つてV・るが，各関節の麗節頭の最大部り牛径と，四陵骨運動軸長との比

の値は，大体15以内にとどまつている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　w）摘　　　要

　κ第I報，骨測定による運動輔の長さについての”研究と同材料　　牝6，牡13（内，牝

1，牡2は胎児）計19頭の肉剥し直後の生骨　　同時に，四膜骨の関節頭の大きさを測定し

牝。測定法は筆者の決め牝方法によつブこ。

　1）関節頭の直径を，胎令，年令別に取纏めた。総播的に言つて，関節頭の直径，殊に骨

の横軸にそうものは，運動軸の長さより早く完熟するもののようである。

　2）四肢骨関節頭直径の上購骨頭直径に対する指数を求め，胎令，年令別に纏め，相対成

長及び相対的大きさの関係を調べた。

　（a）関節頭の直径の威長率は，総拮的に言つて，近位部の骨のものが遠位部の骨のもの

より高〉・。

　（b）四肢骨の関節頭の直径は，22ケ所の測定申，上腰骨頭（左右）最も大きく，脹骨対

勝骨関節頭（副）が最も小さかつた。総拮的に言つて，各壷節の最大蝪節頭の最大部の直径

は，近位部の関節のものが，遠位部の関節のものより大きい。

　3）四肢骨運動軸長の四肢骨関節頭半径に対する比を求め，胎令，年令別にとり纏め牝。

この比の胎児平均に対する出生後のものの増加の度合によつて，各個の比を，（a），増加率

の著しく高いもの，（b），増加率の高いもの，（c）増加率の僅加に高〉・もの，（c），増加し

ないか或は滅少するもの，の4群に分けることが出来る。総播的に言つて，近位部の骨に麗
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するものが高く，遠位部の骨に関するものが低く，殊に腕前骨及び踏前骨に関ずるものが最

も低い。

　4）3）の（乱）・（b）・及び（c）の3群に層するもので峰率動軸長の威長率が・碑節頭半径

のそ牝よかも高い・（d）欝では・却つて1関節頭半径の方牟高い。

9）四駿骨運動軸長四膜骨関節頭半径比は138ゲ申1第1指骨／腕前滑車（矢状櫛）最も小

さく・脛骨／限骨対勝骨関節頭（副）が最も大きかつ牝・その瞳は・最小＆2ジ最大6α9恒

亙つているが，各関節の最大関節頭の最大部の半径と運動軸長との比の値は，大体15以内に

とどまつている◎


